
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

 収入ですが、２月はコロナ前の２０１９年比で４９．２％、３月は１４日までで５８．７％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

ご利用状況は、山陽新幹線は、２月が２０１９年比で３５％、３月が１４日までで４５％。近畿圏は、２

月が７０％、３月が８１％です。 

現在、１８都道府県で、まん延防止等重点措置が延長されておりますが、３月に入り、まだ水準としては、

低調ながらも徐々にご利用が上向く傾向があります。 

こういった状況のなか、先週末の３月１２日にはダイヤ改正を実施し、新ダイヤへ移行しました。 

実施においては、全てのエリア、時間帯、区間、列車の１本１本をきめ細かく把握し、一定の、お客様の

状況への考慮・改善を行いながら、ご利用状況に応じたダイヤに見直しました。 
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２.うめきた（大阪）駅がさらに進化します 

 

２０２３年春に開業する「うめきた（大阪）地下駅」と、そのすぐ上に、２５年春頃、全面開業予定の「新

駅ビル」とをあわせた「うめきた（大阪）駅」を、イノベーションの実験場『ＪＲ ＷＥＳＴ ＬＡＢＯ』

の中心と位置づけ、様々なパートナーと共創することで、オープンイノベーションを加速させていきたいと

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ＪＲ ＷＥＳＴ ＬＡＢＯ』での、パートナーとなる他社の様々な皆様との共創により、新たな価値創

造を推進するとともに、コロナ禍で変容する社会課題や経営課題を解決する最先端の技術を社会に発信し

続けることで、脱炭素社会の実現、そしてＳＤＧｓの達成に貢献していきます。 

 



駅というリアルな拠点に、進化するデジタル技術を掛け合わせることで、これまでにない新しい体験が生

まれ、その一つひとつが連続的に、一連のサービスとして、実感いただける近未来の空間を、この「うめき

た（大阪）駅」で実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この『ＪＲ ＷＥＳＴ ＬＡＢＯ』における新しい価値創造へのチャレンジは、当社グループだけで成し

えるものではなく、様々なパートナーの皆さまの力をお借りしたいと思います。ともに新たな未来を創りあ

げていければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今回の取り組みにより、「みどり」と「イノベーション」の融合拠点となる、うめきたエリアの「玄関口」 

として、うめきた全体の盛り上げに貢献するとともに、２０２５年開催となる大阪・関西万博の機運醸成に

向け、万博テーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」の実現を促進する「未来社会の実験場」として

も貢献していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３. 今年度の振り返り、来年度に向けた展望 

 

 

【今年度の振り返り】 

一昨年に見直しました、「中期経営計画２０２２」に掲げる「変革・復興期」の２年目として、今後の基

盤を築く重要な年と位置付けて、昨年の４月から新しい年をスタートいたしました。しかし、新型コロナウ

イルスの猛威は収まらず、鉄道を中心とする当社グループの各事業において、非常に厳しい経営状況が継続

しています。 

このような状況においても、社会インフラ企業グループとして、基幹事業である鉄道の安全を確保し、地

域のお客様の便利で快適な暮らしと、社会、経済の発展を支え続けていくという、私どもが担う使命に変わ

りはないとの認識のもと、グループの最重要課題である鉄道の安全性をはじめとした取り組みを進めてま

いりました。 

厳しい経営環境に対しては、例えば、従業員の一時帰休等の緊急的な取り組みや、ご利用に応じた列車ダ

イヤの適正化、駅運営体制の見直し、不採算店舗の閉鎖など、グループ一体でのコスト構造改革に取り組み、

大幅なコスト削減も実行してきました。さらに、今後の成長戦略の実現に向け、先んじて財務基盤の強化を

図るため、新株発行による資本調達を実施しました。 

また、需要回復に向けたプロモーションや、観光需要促進に向けた観光素材の整備、まちづくりの推進な

どの地域共生の深掘りや、社会行動変容に対応したライフスタイルの提案など、新たな価値創造にも取り組

みました。 

 

【来年度に向けた展望】 

来年度は、「変革・復興期（第Ⅰ期）」、「安全考動計画」の最終年度という節目にあたります。  

引き起こしました、福知山線列車事故の重い反省の上に立ち、安全性向上の取り組みを推進するとともに、

変化対応力を高める企業改革に集中的に取り組み、次期中計期間でもある「変革・復興期（第Ⅱ期）」にお

ける成果の創出につなげていきます。 

新型コロナウイルスの影響が継続する中でのスタートとなりますが、お客様のご期待に最大限お応えす

るため、社会行動変容を踏まえたサービス・商品の磨き込みに取り組んでいきます。 

また、新型コロナウイルス収束後も、従前の経営環境には戻らないとの認識のもと、構造改革や新たな価

値創造、変化対応力の向上を引き続き推進していきます。 

これらの実現に向け、今後のキーデバイスとなるＷＥＳＴＥＲ・ＩＣＯＣＡを基軸としたデジタル、リア

ルを組み合わせた顧客接点の構築や、データを活用したサービスの提供、メンテナンスのシステムチェンジ

など、当社グループのあらゆる部門において、デジタルシフトを進めていきます。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国全体の政策課題へ】 

一方、これまで私どもとして課題認識を申し上げておりました「ローカル線」や「鉄道の運賃・料金制度」

については、国全体の政策課題として、国土交通省におきまして、議論が開始されました。 

 

【ローカル線】 

ローカル線については、２月１４日「鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新に関する検討

会」が設置され、利便性と持続性の高い地域公共交通を再構築していく環境を整えるための、政策のあり方

が議論されているところです。 

私どもとしても、より対話を進めさせていただき、最適な地域交通体系を、地域の皆様とともに、模索し、

実現してまいりたいと考えています。 

 

【運賃・料金制度】  

また、鉄道の運賃・料金制度についても、２月１６日より「交通政策審議会小委員会」が開催され、今日

の鉄道を取り巻く環境の変化や、多様化するニーズを踏まえて、柔軟に対応し、持続的な運営を可能とする

制度のあり方が議論されています。弊社も、先日の事業者ヒアリングを通じて、課題認識や要望を表明させ

ていただいたところです。 

国鉄分割民営化から、間もなく３６年目を迎える中、これまで根本的・抜本的な制度改革がないままでし

たが、お客様のニーズの多様化や、コロナ禍での急激な社会変容も踏まえ、今後、新たなサービス向上を図

るためにも、ご利用状況等、市場に合った運賃・料金制度に見直していきたい、また、そういったことが可

能となる制度設計を、ぜひお願いしたいと考えているところです。 

特に、京阪神エリアは、国鉄時代からの複数の運賃体系があり、それゆえに、複雑で分かりにくくなって

おり、その運賃も同一の設定が望ましいと考えています。 

複雑な運賃体系を一つにまとめることにより、例えば、「変動運賃制」の導入により、ご利用の平準化に

よる快適なサービスを提供しやすくなります。また、「バリアフリー利用者負担制度」の導入によるバリア

フリー設備の整備促進も、より効果的に行っていくためにも、京阪神エリアにおける運賃制度を均一化して

いくことが、非常にポイントなります。これらにより、新しいサービスの提供もしやすくなります。 



こういった運賃の統合、シンプル化が早急に実現できるよう、認可審査の簡素化などの規制緩和を、国に

要望しているところです。 

京阪神エリアの運賃統一化ですが、一部の部分は高くなり、一部のところは安くなることで、仮に収支が

ニュートラルな形に制度設計として運賃変更しようとしても、一部高くなる部分に関しては運賃値上げと

なることから、認可が必要となります。そのためには、全体の収支構造とともに、お客様のご利用といった

ものに対する全てのデータをもって、認可申請することとなります。それには、膨大な作業が必要となりま

す。現状はそういった仕組みであり、シンプル化させていただきたいことを申し上げています。 

以上、縷々申し上げましたが、引き続き、厳しい環境下ではありますが、お客様が安全・安心して、そし

て便利に利用いただける環境を整え、グループ一丸となって、皆様の期待にお応えできるよう努力してまい

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


